
第２回策定委員会で出された意見について

主な意見

〇地域の高齢者が1日でも長く自宅で生活できるよう、地域の相談体制の
強化が必要ではないか。

○ご近所で高齢者を支え合う仕組みの中に、ボランティアポイントの導入や、
高齢者の移動支援を含めて検討してみたらどうか。

○介護人材の確保について、介護ロボットやＩＣＴ機器の導入をした場合
の経費補助などを、市で検討して欲しい。

○「通いの場」への移動手段として、ご近所の方が「通いの場」等へ移動のサ
ポートが出来る仕組みづくりを検討したらどうか。

○老人福祉センター南河原荘の建替えについては、費用対効果を含めて考
えるべき。

○行田市の限られた財源の中において、市民に広く効果が得られるような施
策を行った方が良い。

○認知症施策について、認知症サポーターの活用を含め、新たな施策を考
え取り入れてもらいたい。
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